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1 分典礼（礼拝 Q＆A）㊶ 

【聖堂の右側は聖歌隊ですが、左側の人達は？】 

 彼らはサーバーです。サーバーは、聖餐式におい

て司祭（司式者）を補佐する大切な奉仕です。聖

餐式の式文を理解し、準備（オルターギルドも）か

ら後片付けまでを担い、礼拝が円滑に、また厳か

に行われるよう仕えています。サーバーは、司祭と

共に神さまに仕える尊い務めとして、常にうやうや

しく、正しく、丁寧な奉仕を心がけています。 

 主な役割としては、入堂・退堂時に十字架やロウ

ソク、香炉を掲げて聖職団を先導すること、聖餐前

に司祭の手を洗うための水やタオルを差し出すこ

と、祭壇のロウソクの点火・消火などがあります。ま

た、礼拝中の所作においても、信徒の模範となるよ

う努めています。サーバーには子どもから大人まで

幅広い年代の方々が参加しており、互いに学び合

いながら奉仕を続けています。ご関心のある方は、

どうぞ司祭またはサーバーにお気軽にお声がけく

ださい。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

礼拝案内  
 
♰ 午前 7 時 30 分 聖餐式                

 （午前 7 時 25 分 礼拝奉仕者の祈りの集い） 

  司式・説教：司祭 卓志雄 

 聖歌    49   420   512 

 

♰ 午前 9 時 15 分 

 こどもとともにささげる礼拝 

    司式・お話 司祭 卓志雄 

   聖歌   49   420   512  

 

♰ 午前 10 時 30 分 聖餐式 

  （午前 10時 10分 礼拝奉仕者祈りの集い） 

   司式：司祭 卓志雄 

入堂聖歌        49 

 参入                     1 頁(162 頁）         

  清めの祈り          1頁（162 頁） 

 キリエ             3頁（163 頁） 

  大栄光の歌           4頁(164頁) 

特祷 (特定 9) 
 
み言葉   

  第一朗読 ゼカリヤ書         9 章 9-12 節              
  詩編                       第 145 編 8-14 節 

  第二朗読 ローマの信徒への手紙  7 章 15-25a 節 
 福音書前歌    487 

福音書  マタイによる福音書    

                            11 章 16-19, 25-30 節   

説教：司祭 卓志雄 

ニケヤ信経           9 頁(166 頁) 

代祷（週報 2 面）       12 頁(168 頁) 

懺悔             13 頁(170 頁) 

聖餐 

  平和の挨拶          15 頁(171 頁） 

奉献聖歌      420 

  

 

 奉献 

 感謝聖別(Ⅰ)            16 頁(172 頁） 

   陪餐                         24 頁(180 頁） 

陪餐聖歌          358 

   感謝               28頁(182頁) 

 祝福                 28 頁(183 頁） 

派遣 

退堂聖歌         512 
 
 

♰ 午後５時 夕の礼拝    司式：司祭 卓志雄 
   詩 111,112,113 サム上 14:36-45 使 19:11-20 

       聖歌 32  
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本日の代祷 ＜敬称略＞ 

 
一同着席する。 

  執事は次のように言う。司祭または会衆の代表者が言ってもよい。 
 
 

執事 救い主イエス・キリストのみ言葉
こ と ば

とみ業
わざ

に頼
たよ

り、全公会
ぜんこうかい

のため、また世界
せ か い

のために祈
いの

りましょう 
 

※（ ）内の斜体は音読しなくてもよい。 

 
 

＜わたしたち教会‐全公会のため＞ 

代祷者 神
かみ

よ、主
しゅ

の公会
こうかい

、ことに 

［聖アンデレ教会 

 （ステパノ 卓
たく

志雄
じ う ん

司祭、トマス日髙
ひ だ か

馨輔
けいすけ

執事)］  

わたしたち教会の宣教・奉仕の働き、 

 教会に関わる諸団体 

［東日本教区 

 （ 管理主教 フランシス 長谷川
は せ が わ

清純
きよすみ

主教）］ 

   聖アンデレ主教座聖堂、教区事務所、聖オル

バン教会（マイケル・D・モイアー司祭） 

   東京聖マリア教会、 

   正義と平和協議会と加盟する諸団体 

［東日本宣教協働区 (北海道・東北・東日本教区)］      

［日本聖公会（首座主教 ダビデ 上原
うえはら

榮
えい

正
しょう

主教）］ 

   中部教区のすべての働き 

［エルサレムおよび中東聖公会 

（ホサム・ナウム大主教）］               

マルカ  テオドール・シュネイラー学園 

［全世界の聖公会］ 

南アメリカ聖公会 

［日本キリスト教協議会（NCC）の働き］ 

   日本 YMCA 同盟 

を強
つよ

めて、み子
こ

のみ業
わざ

を 行わせてください。 

すべての聖職
せいしょく

と信徒
し ん と

、ことに私たちの管理
か ん り

主
しゅ

教
きょう

  

フランシス   

を導
みちび

き、み名
な

を呼
よ

ぶ者を主
しゅ

の真理
し ん り

と愛
あい

のうちに

一致
い っ ち

させ日々
ひ び

主
しゅ

の栄光
えいこう

をこの世
よ

に現
あらわ

す者
もの

とならせ

てください 

 

会衆 主よ、お聞きください 
  

＜平和と正義の実現のため＞ 

代祷者 神
かみ

よ、すべての国
くに

の人
ひと

びと、ことに、 

 

ウクライナや中東、またイランに対するアメリカと 

 イスラエルの攻撃によって混乱のただなかにある地 

 域の人びと、ことにそれらの指導的立場の人びと 

に知恵
ち え

を与
あた

えて正義
せ い ぎ

と平和
へ い わ

の道
みち

に導
みちび

いてください。互
たが

いに尊敬
そんけい

する心
こころ

を与
あた

え、ともにすべての人
ひと

の幸
さいわ

いを求
もと

めさせてください 

会衆 主よ、お聞きください 
 

＜隣り人のため＞ 

代祷者 神
かみ

よ、わたしたちと家族
か ぞ く

、すべての友人
ゆうじん

と 

隣
とな

り人
びと

、ことに、 

 日々を共に暮らし、また離れて暮らすそれぞれの家

族、友人、同僚、心にかけている人びと、聖アンデ

レ教会に連なるすべての人びと、ボーイスカウト

東京港第 14団、ガールスカウト東京都第 138団、

入信を希望している人びと、洗礼、堅信、初陪餐、

結婚の準備をしている人びと、さまざまな理由に

よって教会から離れている人びと、この地域で生

活し、働いている人びと、生命(いのち)の問題、困

難な人びとを支える働きに関わる人びと、 

  7月の代祷･信施奉献先となっている働き･団体、こ 

とに、聖公会八王子幼稚園（(学)光の子ども学園） 

薬物依存リハビリ施設の働き（(特非)東京ダ 

ルク）、 

滝乃川学園((社福)滝乃川学園)、 

に恵みを与
あた

え、ともに主
しゅ

を知
し

り、主
しゅ

に仕
つか

え、互
たが

いに

愛
あい

することができるようにしてください 

会衆 主よ、お聞きください 

 

＜困難な状況にある人のため＞ 

代祷者 神
かみ

よ、悩
なや

む人
ひと

、悲
かな

しむ人
ひと

、病気
びょうき

の人
ひと

、貧
まず

し 

い人
ひと

、その他
た

災
わざわ

いの中
なか

にある人
ひと

びと、ことに感染症

の収束のため 

［病 床
びょうしょう

にある人・自宅療養中の人・別紙参照］ 

世界各地の震災の被災者、ことにヴェネズエラ、

フィリピン沖地震により悲しみのただ中にある人

びと、 

世界各地の自然災害の被害のため困難な状況に 

ある人びと、 

住む場所を追われた人びと、 

自由を奪われ拘束されている人びと、 

 戦争や暴力、犯罪や差別に苦しむ人びと      
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☆ チャリティーコンサート☆ 

 第 23 回 教会に JAZZが来た！ 

    7月 11日（土）17時～  

  聖アンデレ教会聖堂にて開催されます。 

  お誘いあわせの上、ぜひご来場ください。 

  チケット販売中です！！ 

 

◇【聖書を学ぶ会】毎月第 1 水曜日 13:30〜開催して

います。次回は 8 月 5 日（水）です。 

  現在、土井かおる著『よくわかるキリスト教』（PHP

研究所、2004 年）をテキストとして用い、聖書、

キリスト教の歴史、教理、ならびに現代における課

題について学びを深めています。多くの方の参加を

歓迎しこの学びの時が、より豊かなものとされるこ

とを願っています。 

 

☆ 聖アンデレ教会オリジナル Tシャツができました！ 

 １枚￥2,500で販売中！       

 

 

を顧
かえり

み、み力
ちから

を与
あた

えて、勇気
ゆ う き

と希望
き ぼ う

を増
ま

し加
くわ

え、

主
しゅ

の救
すく

いの喜
よろこ

びに導
みちび

いてください 

会衆 主よ、お聞きください 
 

＜逝去者のため＞ 

代祷者 神
かみ

よ、世
よ

を去
さ

ったすべての人
ひと

、それぞれが

覚える逝去者 

 ［今週逝去の記念日を迎える人(＝別紙参照）］ 

  暴力や犯罪、災害の犠牲となった人 

を顧
かえり

み、彼
かれ

らの上
うえ

に主
しゅ

の愛
あい

のみ旨
むね

を成
な

し遂
と

げてくだ

さい。わたしたちは、世々
よ よ

に主
しゅ

の証人
あかしびと

たちに与
あた

えら

れた主
しゅ

の恵
めぐ

みのゆえに、み名
な

をたたえます。どうか、 

わたしたちも、彼
かれ

らとの交
まじ

わりを保
たも

ち、ともにみ国
くに

の栄光
えいこう

にあずからせてください 
一同 主よ、これらのことをみ子イエス・キリスト

によってお願
ねが

いいたします アーメン 

 
 
 
 
 
  
  
   

 

 

 

☆【 注意 】教会内施設、和室など、電気やエアコ

  ンの消し忘 れ、鍵の閉め忘れがたびたび見受け 

  られます。使用された方は、必ず最後の確認を    

  お願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 

 
＜お知らせ＞ 

 
◇ 本日 13 時 30 分より、ショウホールにて BSSAC

定例会を開催いたします。定例会では、『マラナ・

タ―楽しい日本聖公会祈祷書入門―』をテキスト

として、祈祷書の学びを行います。会員以外の方

も歓迎いたしますので、どうぞ奮ってご参加くだ

さい。 
 

◇ 昨年9月7日より続けてまいりました「昼の祈り」

は、コンテンポラリー奏楽チームの諸事情により、

ひとまず中止することとなりました。これまで「昼

の祈り」を支え、励ましてくださった信徒の皆さ

まに心より感謝申し上げます。多くの方々と共に

祈りと賛美の時を持つことができたことは、大き

な喜びであり、かけがえのない恵みでした。なお、

コンテンポラリー奏楽チームの働きはこれで終わ

るわけではありません。今後も教会内外で行われ

るさまざまな礼拝やイベントにおいて、引き続き

奉仕を続けてまいります。そして、新たなかたち

で賛美と宣教の働きを広げていきたいと願ってい

ます。引き続きお祈りとご支援を賜りますようお

願いいたします。 
 

◇ 城南グループでは、9 月 12 日（土）10 時より「全

生園訪問ツアー」を行います。 

当日は、資料館の見学と全生園内の散策を行った

後、教会において昼食と礼拝を共にし、ハンセン

病問題について学ぶ予定です。 

当日のスケジュール、集合場所、参加案内などの

詳細につきましては、礼拝堂掲示板に掲示してお

りますチラシをご覧ください。 

参加をご希望の方は、7月 19 日までに柳生義人さ

んへお申し込みください。 

多くの皆さまのご参加をお待ちしております。 
 
◇ 『さかえ 390号』が発行されました。どうぞご覧

  ください。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聖書朗読（旧約聖書・使徒書）を分担しませんか 

み言葉を皆さんの前で声を出して読むことは、素晴

らしい恵みです。受洗や堅信の記念日、誕生日、結婚

記念日、ご家族の逝去記念日などを迎える主日に是

非ご奉仕ください ご希望の方は、聖堂受付付近の

表にお名前をご記入ください。 

 

 

 

 

 

☆ 聖アンデレ教会広報の YouTubeチャンネル 

「今、福音に聴く」では、卓志雄司祭によるマタ   

イ福音書の最終回を配信しています。次回、ヨハネ

福音書まで、どうぞ今しばらくお待ちください。 

ご視聴は

tps://www.youtube.com/watch?v=ehwlo2BnVz0  

 又は下のQRコードからお願いいたします。 
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今週のメッセージ 

   今日の福音書で、イエス様は「疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来なさい。休ませ

てあげよう。（新共同訳）」「すべて重荷を負って苦労している者は、私のもとに来なさい。あなたがたを

休ませてあげよう。（聖書協会共同訳）」（マタイ 11:28）と言われました。 

  「休ませてあげよう」とは、重荷をすべて取り去ってくださるという意味でしょうか。あるいは、もう二度と

重荷を負わなくてもよいようにしてくださるという意味でしょうか。わたしたちは、そのようなことを願うか

もしれません。 

  しかし、イエス様は「重荷を取り去ってあげよう」とも、「もう重荷を負わなくてよい」とも言われません

でした。ただ、「わたしのもとに来なさい。休ませてあげよう」と言われたのです。イエス様は、他のところ

ではなく、ご自分のもとに来るよう招かれます。そこにこそ、本当の休みがあるからです。 

  人生の重荷は、必ずしも不要なものではありません。苦しみや悲しみの中にも、わたしたちを成長さ

せ、成熟させるものが含まれていることがあります。イエス様は、わたしたちの重荷をすぐに消し去るので

はなく、「今はその重荷を背負って歩んでいかなければならない。しかし、わたしがあなたにその力を与え

る」と語りかけてくださいます。 

  さらにイエス様は、「わたしの軛を負い、わたしに学びなさい。わたしの軛は負いやすく、わたしの荷は

軽いからである」と言われました。 

  重荷は、その重さだけでなく、どのように担ぐかによって感じ方が大きく変わります。たとえば、重い荷

物でも持ち手を工夫すれば、ずっと運びやすくなります。同じように、イエス様の軛は、わたしたちを縛る

ためのものではありません。「負いやすい」とは、「優しい」「心地よい」という意味です。大工であったイ

エス様は、わたしたち一人ひとりに合った軛を丁寧に整え、共にそれを負ってくださるのです。 

  わたしたちは生きていく中で、すぐには下ろすことのできない重荷を抱えています。苦しみ、悲しみ、途

方に暮れることもあります。しかしイエス様は、休む場所を与え、再び歩き出すための力と勇気を与えてく

ださいます。そして、共に軛を負いながら、「ああ、少し軽くなった」と感じさせてくださるお方なのです。  

                                                                      （司祭 卓志雄） 
   

 
本日・今週の予定 

 
7 月 5 日(日) 聖霊降臨後第 6主日（特定 9） 
  7 時半   聖餐式   
  9 時 15分 こどもとともにささげる礼拝 

10 時半   聖餐式         
17 時    夕の礼拝   

                               
・愛餐会  ・13 時半 BSSAC 
                          
６日(月) ７時半礼拝   
    ホセ 2:16-18,21-22 詩 145:2-9 マタ 9:18-26   
                           

卓司祭在室（終日） 
                          
7 日(火)  7時半礼拝   
    ホセ 8:4-7,11-13 詩 103:8-12 マタ 9:32-38 
                           
・13 時半 葬送告別式 
                               
8 日 (水)  
    ホセ 10:1-3,7-8,12 詩 115:3-10 マタ 10:1-7 
                                                        
9 日(木） 7時半礼拝 髙橋宏幸主教          

ホセ 11:1,3-4,8-9 詩 105:1-7 マタ 10:7-15 

 
 
 

10 日(金） 7時半礼拝      

   ホセ 10:3-10 詩 80:1-6 マタ 10:16-23 
                           

卓司祭在室（終日） 
                         
  
11 日(土)  7 時半礼拝  

   イザ 6:1-8 詩 51:1-6 マタ 10:24-33     
                            
・17 時チャリティーコンサート教会に JAZZが来た！ 
                          
 
12 日(日) 聖霊降臨後第 7 日主日（特定 10） 
 7 時半    聖餐式   
 9時 15 分 こどもとともにささげる礼拝        

10時半   聖餐式  武藤謙一主教 

           イザ 55:10-13 詩 65:(1-8)9-13 

      ロマ 8:1-11 マタ 13:1-9,18-23  

           聖歌 8, 407, 342, 244, 314 

  17 時    夕の礼拝   聖歌 568 

           詩 114,115 サム上 17:50-18:4 使 21:3-15        
                                                 
・愛餐会 
                           

                                                                                                   


